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最
期
の
連
作
② 

「
神
の
書
」
の
創
作 

＝
人
間
の
三
部
作
＝ 

 

芹
沢
光
治
良
は
、
神
に
つ
い
て
の
連
作
を
書
こ
う
と
し
て
、
伊
藤
青
年[

大
徳
寺
昭
輝]

に
憑

依
し
て
語
る
存
命
の
中
山
み
き[

親
様]

の
求
め
で
、「
神
の
書
」
の
連
作
と
し
て
神
の
三
部
作

『
神
の
微
笑
』『
神
の
慈
愛
』『
神
の
計
画
』
を
創
作
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
天
理
教
的
発
想
で

「
存
命
の
親
様
の
没
後
百
年
祭(
一
九
八
六
年)

」と「
親
様
の
立
教
百
五
十
年
（
一
九
八
七
年
）」

を
刻
限
と
し
て
「
世
界
の
大
掃
除(
世
界
助
け)

」
を
始
め
る
の
で
、
作
家
芹
沢
光
治
良
に
筆
の

力
で
手
助
け
を
す
る
使
命
が
与
え
ら
れ
、
半
強
制
的
に
書
か
さ
れ
た
の
で
し
た
。
親
様
は
天

理
教
の
教
祖
で
あ
る
こ
と
を
超
え
て
、「
人
類
の
母
・
万
物
の
母
」
と
し
て
世
界
助
け
に
取
組

ん
で
い
る
の
で
、
親
神
も
天
理
王
命
で
な
く
て
「
大
自
然
の
親
神
」
と
自
覚
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
神
観
は
オ
ー
ト
ヴ
ィ
ル
の
高
原
療
養
所
で
共
に
結
核
闘
病
を
し
た
天
才
的
な
科
学
者

ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
か
ら
啓
発
さ
れ
た
神
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。「
宇
宙
を
創
り
、
宇
宙

を
動
か
し
て
い
る
偉
大
な
力
が
、
唯
一
の
神
」
で
あ
り
、「
大
自
然
の
親
神
」
で
あ
る
と
芹
沢

光
治
良
も
説
き
ま
す
。
こ
れ
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
説
い
た
親
神
で
も
あ
る
と
自
覚
さ
れ

ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
神
の
三
部
作
は
、
イ
エ
ス
の
弟
子
ヨ
ハ
ネ
的
な
使
命
と
し
て
書
か
さ

れ
た
の
で
す
。
三
年
間
で
親
様
や
天
の
将
軍
に
導
か
れ
て
書
い
た
の
で
す
。 

 

昭
和
55(1980)

年
84

歳
の
２
月
に
モ
ー
リ
ス
・
ル
ッ
シ
ー
の
便
り
が
届
き
、
５
月
に
は
ジ

ャ
ン
・
ブ
ル
ー
デ
ル
か
ら
も
便
り
が
届
き
ま
す
。
二
人
と
の
文
通
は
昭
和
59(1984)

年
88

歳

の
１
月
ま
で
続
い
た
よ
う
で
す
が
、
ジ
ャ
ッ
ク
の
こ
と
は
全
く
書
か
れ
て
い
な
い
の
に
、
芹

沢
光
治
良
は
突
然
に
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
を
登
場
さ
せ
た
の
で
す
。 

 

『
神
の
計
画
』
の
終
り
に
は
、「
早
く
、
三
作
を
終
り
、
四
作
、
五
作
、
六
冊
と
つ
づ
け
て

書
き
あ
げ
る
こ
と
」
を
親
神
か
ら
求
め
ら
れ
、
連
作
は
人
間
の
三
部
作
と
し
て
継
続
さ
れ
ま

す
。
実
相
の
世
界
で
修
行
を
し
て
い
る
ジ
ャ
ッ
ク
が
現
れ
て
励
ま
さ
れ
、
芹
沢
光
治
良
は
「
第

四
作
以
下
、
神
の
書
を
次
々
に
創
作
す
る
こ
と
」
に
取
組
む
の
で
す
。 

 

人
間
の
三
部
作
①
『
人
間
の
幸
福
』
は
一
九
八
八
年
92

歳
の
春
か
ら
始
ま
り
、
泰
山
木
や

紅
梅
と
語
り
、
六
年
前
に
七
十
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
家
内(

金
江
夫
人)

の
こ
と
を
詳
し
く
回

想
し
ま
す
。
第
三
章
か
ら
新
し
い
人
物
を
登
場
さ
せ
ま
す
。
須
田
ふ
み
と
中
村
英
子
に
は
モ

デ
ル
に
な
る
よ
う
な
女
性
が
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
人
間
の
幸
福
」
の
テ
ー
マ
を
展

開
す
る
た
め
に
虚
構
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
夫
婦
と
な
る
須
田
順
次
と
中
村
一
夫
と
も
知
的

な
エ
リ
ー
ト
し
て
登
場
し
ま
す
。 

 

中
村(

浜
井)

英
子
は
「
藤
の
花
の
如
く
、
誇
る
べ
き
豪
華
な
境
遇
」
の
富
裕
な
実
業
家
で
熱

心
な
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
の
家
に
育
ち
ま
し
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
大
学
で
仏
文
学
を
学
び
、

大
学
院
の
博
士
論
文
で
「
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ー
ド
」
論
を
書
き
、
指
導
教
官
の
中
村
一
夫
と
結

婚
し
ま
し
た
。
一
夫
は
芹
沢
文
学
の
影
響
で
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
仏
文
学
を
学
び
、
作
家
に

為
ろ
う
と
し
て
い
て
、
英
子
は
母
校
で
語
学
と
仏
文
学
の
講
義
を
し
て
い
ま
す
。
須
田
ふ
み

と
度
々
芹
沢
邸
を
訪
ね
ま
し
た
が
、
二
年
ぶ
り
に
一
人
で
訪
問
し
、
い
き
な
り
「
先
生
、『
神

の
微
笑
』
に
登
場
し
た
、
天
才
ジ
ャ
ッ
ク
と
い
う
の
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
か
、
実
在
の
人
物

で
す
か
」
と
聞
き
ま
す
。
僕(

芹
沢
光
治
良)

は
「
実
在
の
人
物
で
す
よ
」
と
答
え
ま
す
。
作
品

の
中
に
、
こ
ん
な
会
話
を
入
れ
た
の
は
、
多
く
の
芹
沢
文
学
の
愛
読
者
が
、
こ
れ
ま
で
の
諸

作
品
に
一
度
も
登
場
せ
ず
、
大
河
小
説
『
人
間
の
運
命
』
に
も
現
れ
な
か
っ
た
の
に
最
晩
年

の
連
作
に
重
要
な
人
物
と
し
て
登
場
し
た
の
で
、
疑
問
に
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
、
敢
え
て

こ
の
よ
う
な
会
話
を
入
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
も
し
、
天
才
ジ
ャ
ッ
ク
が
架
空
の
人
物
と
し
た

ら
、
作
者
は
二
重
に
嘘
を
つ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
や
は
り
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
は

実
在
し
、
神
が
「
大
自
然
の
力
」
で
あ
り
、「
作
家
に
な
る
こ
と
が
、
神
か
ら
君
に
さ
ず
け
ら

れ
た
使
命
だ
」
と
導
い
た
恩
人
で
あ
る
と
思
え
ま
す
。
英
子
は
、
夫
の
一
夫
が
先
生
の
こ
と

を
「
魂
の
父
」
と
し
て
お
慕
い
し
て
い
る
と
告
げ
ま
す
。 

 

須
田(

福
本)

ふ
み
は
、
天
理
教
の
有
名
な
大
教
会
長
の
娘
で
、
C
大
学
の
文
学
部
言
語
学

科
で
学
び
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
国
立
医
科
大
学
の
病
理
学
研
究
室
の
須
田
順
次
と
出
会
い
、

天
理
教
を
克
服
し
て
結
婚
し
ま
す
。
結
婚
の
幸
福
を
感
動
的
に
書
い
て
い
ま
す
。
ふ
み
の
夫

順
次
も
先
生
を
「
魂
の
父
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
主
人
に
会
っ
て
下
さ
い
と
願
い
ま
す
。 

 

英
文
学
部
助
教
授
の
川
田
一
郎
や
岡
山
の
Y(

警
察
署
長
で
芹
沢
文
学
の
愛
読
者
山
本
正
夫

氏)

も
「
魂
の
父
」
と
言
っ
て
芹
沢
光
治
良
を
慕
い
ま
す
。
人
間
は
「
神
の
子
」
だ
か
ら
、
神

を
「
親
神
」
と
呼
ぶ
が
、「
宇
宙
に
唯
一
の
親
神
」「
大
自
然
の
子
」
と
も
書
い
て
い
ま
す
。 

 
こ
の
巻
の
最
期
に
、
天
の
将
軍
か
ら
命
ぜ
ら
れ
て
、
作
家
大
江
健
三
郎
氏
に
『
神
の
計
画
』

七
刷
を
至
急
に
贈
呈
し
ま
す
。
元
日
に
「
大
江
君
の
手
紙
と
小
包
郵
便
」
が
届
き
ま
す
。
昭

和
天
皇
が
崩
御
し
、「
平
成
」
の
世
に
な
っ
た
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

人
間
の
三
部
作
②
『
人
間
の
意
志
』
は
、
大
正
十
一
年
に
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
た
時

か
ら
回
想
し
て
書
き
始
め
ら
れ
、
昭
和
三
十
二
年
に
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
世
界
大
会
が
東
京
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
東
中
野
の
焼
跡
に
家
を
新
築
し
た
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
大

自
然
か
ら
「
第
五
作
に
か
か
れ
」
と
注
意
さ
れ
、「
人
間
の
意
志
」
を
テ
ー
マ
に
適
し
た
主
人
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公
を
思
索
し
ま
す
。
天
の
将
軍
の
忠
告
で
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
た
島
崎
藤
村
を
回

想
し
ま
す
。
藤
村
の
死
後
に
「
将
来
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
ろ
う
と
も
、
戦
争
だ
け
は
、
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
想
い
ま
す
。
戦
後
に
、
志
賀
直
哉
の
後
に
川
端
康
成
が
会
長
に
な
り
ま
す
。

昭
和
26(1951)
年
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
の
国
際
ペ
ン
大
会
の
帰
路
に
、
パ
リ
に
滞
在
し
、『
巴
里
に

死
す
』
が
仏
訳
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
新
聞
で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
に
、

「
四
分
の
一
世
紀
た
っ
た
ら
再
会
し
よ
う
と
、
誓
い
あ
っ
て
別
れ
た
、
高
原
療
養
所
の
同
志
、

天
才
ジ
ャ
ッ
ク
と
ジ
ャ
ン
と
モ
ー
リ
ス
の
三
人
が
、
連
絡
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
た
」

と
、
１
９
５
１
年
55

歳
に
ジ
ャ
ッ
ク
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
と
書
い
て
い
ま
す
。 

 

一
九
八
九
年
に
は
、
親
様
に
作
り
方
を
教
え
ら
れ
て
「
神
の
水
」
を
求
め
る
人
に
配
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
水
は
水
道
水
だ
が
、
祈
り
を
込
め
る
の
で
「
ル
ー
ル
ド
の
水
」
と
同

じ
に
奇
跡
を
起
こ
す
と
の
こ
と
。
私
は
こ
の
こ
と
な
ど
は
新
興
宗
教
の
よ
う
で
心
配
で
し
た
。

ま
た
、
親
神
に
仕
え
る
十
人
の
天
の
将
軍
が
い
る
と
か
で
、
天
の
将
軍
の
指
示
で
次
々
に
「
神

の
水
」
を
渡
し
ま
す
。
ま
た
、
天
の
将
軍
か
ら
友
の
会
に
つ
い
て
考
え
ろ
と
言
わ
れ
て
、「
友

の
会
員
に
は
、
東
京
と
東
京
地
方
に
住
む
者
が
多
く
、
年
二
回
文
学
館
に
集
る
だ
け
で
は
、
満

足
で
き
な
い
の
で
、
東
京
で
月
に
一
回
ぐ
ら
い
集
ま
り
た
い
、
と
い
う
多
く
の
希
望
者
が
あ
っ

た
な…

…

若
く
て
私
心
の
な
い
文
芸
批
評
家
志
望
の
A
が
、
一
年
も
し
な
い
で
、
皆
の
希
望

を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
東
中
野
文
化
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
会
議
室
で
、
月
一
回
集
ま
っ
て
、
芹

沢
文
学
愛
好
会
を
催
し
て
い
る…

」
と
書
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
文
芸
批
評
家
志
望
の
A
と

言
う
の
は
私(

小
串)

の
こ
と
で
す
。
最
初
は
芹
沢
文
学
館
東
京
友
の
会
で
月
例
会
は
「
芹
沢

文
学
研
究
会
」
で
し
た
。
こ
こ
に
私
の
こ
と
を
書
い
た
の
で
、
こ
の
『
人
間
の
意
志
』
を
署

名
入
り
で
お
贈
り
戴
き
ま
し
た
。
１
９
９
０
年
７
月
14
日
に
届
き
ま
し
た
。 

 

第
七
章
以
後
に
、
神
の
実
存
や
「
実
相
の
世
界
」(

神
の
世
界)

と
「
現
象
の
世
界
」(
こ
の
世)

に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。「
実
相
の
世
界
」
に
は
、
親
神
は
十
柱
の
神
と
十
人
の
天
の

将
軍
達
に
仕
え
ら
れ
実
存
し
て
い
る
。
天
の
将
軍
の
中
山
み
き
は
、
も
う
二
段
の
修
行
に
成

功
し
て
「
す
べ
て
生
き
る
物―

万
物
の
慈
愛
の
母
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。「
実
相

の
世
界
」
は
大
気
圏
の
な
か
に
あ
り
、
人
は
死
ん
で
「
実
相
の
世
界
」
に
行
く
、
生
き
た
人

が
「
実
相
の
世
界
」
に
行
く
に
は
「
死
ん
で
生
ま
れ
か
わ
る
ほ
ど
の
苦
し
い
修
行
が
必
要
だ
」

と
聞
く
。
僕
は
ど
ん
な
修
行
で
も
す
る
と
答
え
て
、
夜
中
に
天
の
将
軍
に
起
こ
さ
れ
て
修
行

を
し
ま
す
。
芹
沢
光
治
良
は
聖
体
を
借
り
て
、
天
の
将
軍
に
案
内
さ
れ
て
「
実
相
の
世
界
」

を
巡
り
、
天
才
科
学
者
ジ
ャ
ッ
ク
に
も
会
い
ま
す
。
ジ
ャ
ッ
ク
に
「
実
相
の
世
界
」
の
こ
と

を
聞
き
、
あ
ち
こ
ち
を
見
学
し
ま
す
。
一
九
八
九
年
秋
に
、
わ
が
天
の
将
軍
は
ソ
ク
ラ
テ
ス

だ
と
知
っ
た
と
か
。
こ
れ
は
面
白
い
で
す
が
、
読
者
と
し
て
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

芹
沢
光
治
良
は
、
建
築
家
D
の
こ
と
、
パ
リ
留
学
の
こ
と
、
帰
国
後
の
こ
と
、
百
武
源
吾

海
軍
大
将
の
こ
と
な
ど
色
々
と
回
想
し
ま
す
。 

 

こ
の
年
の
十
一
月
十
一
日
に
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
ま
す
。
こ
れ
は
親
神
の
「
世
界

助
け
の
成
功
の
一
歩
」
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
十
二
日
の
芹
沢
文
学
愛
好
会
の
文
芸
講
演
会

(

作
家
中
村
真
一
郎
の
講
演
、ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト)

に
は
、天
の
将
軍
に
叱
ら
れ
て
参
加
し
ま
す
。

会
長
の
「
S
君
は
若
い
者
に
は
珍
し
く
、
私
心
の
な
い
、
細
か
に
気
を
使
う
、
優
し
い
青
年

で
、
常
に
感
謝
し
て
い
る
」
と
書
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
S
君
は
鈴
木
春
雄
さ
ん
で
す
。
こ

の
講
演
の
こ
と
も
詳
し
く
書
い
て
い
ま
す
が
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
の
推
薦
委
員
の
時
に
、
中

村
真
一
郎
氏
を
推
薦
し
た
と
告
白
し
て
い
ま
す
。
天
の
将
軍
か
ら
「
神
さ
ん
、
お
喜
び
だ
よ
。

き
の
う
は
、
神
さ
ん
の
喜
び
の
日
だ
っ
た
が
、
今
日
は
、
お
前
の
喜
び
の
日
だ
」
と
諭
さ
れ

ま
す
。
戦
争
末
期
に
、
書
斎
に
天
才
ジ
ャ
ッ
ク
が
現
れ
た
と
も
書
い
て
い
ま
す
。
最
後
に
、

自
民
党
の
O(

安
倍
晋
太
郎
氏)

の
病
気
で
、
O
夫
人
が
「
神
の
水
」
を
貰
い
に
来
た
こ
と
も

書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

人
間
の
三
部
作
③
『
人
間
の
生
命
』
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
か
ら
回
想
さ
れ
、
一
九

九
〇
年
94

歳
の
新
年
に「
こ
れ
こ
そ
、大
自
然
が
人
類
に
新
し
い
い
の
ち
を
授
け
た
の
だ
と
」

想
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
モ
ー
リ
ス
・
ル
ッ
シ
ー
の
速
達
郵
便
の
長

文
の
手
紙
が
届
き
ま
す
。「
昨
年
の
九
月
頃
、
君
は
十
一
月
十
一
日
の
テ
レ
ビ
を
見
ろ
」
と
の

芹
沢
光
治
良
の
手
紙
の
返
事
で
す
。
天
才
ジ
ャ
ッ
ク
が
病
床
に
現
れ
て
、
光
治
良
の
こ
と
を

語
り
、
の
ち
に
実
相
の
世
界
に
案
内
さ
れ
ま
す
。
光
治
良
は
モ
ー
リ
ス
に
電
話
し
ま
す
？ 

 

自
殺
し
よ
う
と
し
た
東
大
生
相
田
実
が
来
訪
し
、
魂
の
父
子
と
説
得
し
ま
す
。
六
十
年
近

く
親
し
く
し
た
女
流
作
家
野
辺
道
子
が
登
場
し
ま
す
。
実
青
年
に
野
辺
道
子
を
紹
介
し
ま
す
。 

実
青
年
に
語
っ
た
野
辺
道
子
の
こ
と
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
32
年
頃
に
天
才
ジ

ャ
ッ
ク
が
現
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。
野
辺
道
子
や
実
青
年
の
こ
と
を
ジ
ャ
ッ
ク
が

光
治
良
に
語
り
掛
け
ま
す
。
伊
藤
青
年
が
大
徳
寺
昭
輝
と
し
て
登
場
し
、
世
界
助
け
の
旅
も

書
か
れ
ま
す
。
芹
沢
光
治
良
は
大
修
行
を
経
て
、
大
自
然
と
直
接
に
語
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。『
人
間
の
生
命
』
を
書
き
上
げ
て
、
平
成
３
年
７
月
５
日
に
新
潮
社
か
ら
出
版
さ
れ
ま
す
。

次
作
は
「
大
自
然―

神
の
世
界
」「
神
の
夢
」
と
で
も
表
現
し
た
い
も
の
に
な
る
と
の
こ
と
。 

 

「
神
の
書
」
は
、
神
の
三
部
作
と
人
間
の
三
部
作
で
完
成
し
、
次
は
「
天
の
書
」
に
な
る

の
で
す
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
は
、
果
し
て
実
在
の
人
物
か
、
虚
構
の
人
物
か
、
今
後
も

追
求
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
令
和
６(2024)

年
１
月
識
〕 
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文
学
評
論 

連
載
「
芹
沢
文
学
講
話
」
㉟ 

芹
沢
文
学
研
究
会 

代
表 

小
串
信
正 

  
 

最
期
の
連
作
① 

「神
の
書
」の
創
作 

＝
神
の
三
部
作
＝ 

 

作
家
芹
沢
光
治
良
は
、
最
晩
年
に
連
作
と
し
て
「
神
の
書
」「
天
の
書
」
を
創
作
し
ま
し
た
。

大
河
小
説
『
人
間
の
運
命
』
を
全
16
巻
で
書
き
上
げ
た
後
に
、「
文
学
は
、
物
言
わ
ぬ
神
の

意
思
に 

言
葉
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
創
作
し
て
来
た
芹
沢
光
治
良
は
、

自
己
の
人
生
は
神
を
信
じ
導
か
れ
た
人
生
で
あ
り
、
そ
の
発
想
で
「
も
う
一
つ
の
人
生
を
回

想
し
て
」
書
い
た
の
が
連
作
「
神
の
書
」「
天
の
書
」
で
あ
る
の
で
す
。
全
9
巻
の
予
定
で
し

た
が
、
第
九
巻
は
未
完
に
終
わ
り
ま
し
た
。
没
後
に
、
全
８
巻
を
箱
入
に
し
て
『
神
と
人
間
』

と
総
称
さ
れ
ま
し
た
。
も
う
一
つ
の
大
河
小
説
『
人
間
の
運
命
』
を
最
晩
年
に
創
作
し
た
と

も
言
え
る
の
で
す
。
そ
の
「
神
」
は
、
天
才
的
な
科
学
者
で
オ
ー
ト
ヴ
ィ
ル
で
共
に
結
核
を

克
服
し
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
の
説
い
た
「
大
自
然
の
神
」
で
あ
っ
た
の
で
す
。 

 

最
初
の
き
っ
か
け
は
、
芹
沢
文
学
館
・
東
京
友
の
会
の
月
例
会(

芹
沢
文
学
研
究
会→

芹
沢
文

学
愛
好
会)

で
、
小
田
原
の
佐
藤
徳
三
氏
の
質
問
に
答
え
て
、「
私
が
考
え
て
い
る
神
」
に
つ
い

て
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
自
覚
し
た
こ
と
で
す
。
妻
金
江
夫
人
を
喪
っ
て
、
50

年
間
の
作
家

生
活
に
創
作
し
た
膨
大
な
作
品
を
再
読
し
整
理
し
て
、
４
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
中
軽
井

沢
星
野
の
山
荘(

別
荘)

で
新
し
い
作
品
を
書
き
始
め
た
が
、「
ひ
ょ
っ
く
り
森
次
郎
が
現
れ
」 

て
語
り
か
け
ま
し
た
。
書
い
て
い
た
「
老
欅
と
老
詩
人
の
対
話
」
に
、「
半
世
紀
前
に
宇
宙
旅

行
を
希
っ
た
友
、
ジ
ャ
ッ
ク
」
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
と
第
一
作
『
神
の
微
笑
』
に
書
い

て
い
ま
す
。「
フ
ラ
ン
ス
の
高
原
療
養
都
市
オ
ー
ト
ヴ
ィ
ル
で
自
然
療
法
し
た
」
こ
と
を
思

い
出
し
て
庭
で
仰
臥
し
て
い
る
と
、「
厳
か
な
声(

天
の
声)

」
が
し
た
。「
大
自
然
を
動
か
し
て

い
る
も
の…

そ
の
偉
大
な
力
こ
そ
神
で
あ
る
」
と
聴
く
。
父
と
母
が
天
理
教
に
入
信
し
て
、

全
財
産
を
神
に
奉
納
し
布
教
師
と
し
て
、
３
歳
の
自
分
を
祖
父
母
の
家
に
残
し
て
去
っ
た
こ

と
か
ら
回
想
し
ま
す
。
貧
困
の
中
で
苦
学
し
、
一
高
か
ら
東
大
を
卒
業
し
、
官
吏
を
退
職
し

て
パ
リ
に
留
学
し
ま
す
。
結
核
に
倒
れ
、
オ
ー
ト
ヴ
ィ
ル
の
ホ
テ
ル
・
レ
ジ
ナ
で
闘
病
し
、

天
才
科
学
者
で
月
旅
行
や
宇
宙
の
創
造
神(

大
自
然
の
神)

を
説
き
、
作
家
に
成
る
こ
と
を
勧

め
ら
れ
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
に
出
会
う
の
で
す
。
作
家
に
な
っ
た
芹
沢
光
治
良
は
、

戦
時
中
に
キ
リ
ス
ト
教
や
天
理
教
を
研
究
し
ま
す
。
そ
し
て
、
戦
後
に
天
理
教
の
教
祖
中
山

み
き
の
評
伝
『
教
祖
様
』
を
創
作
し
ま
し
た
。
こ
の
時
に
も
、
20

年
ぶ
り
に
ジ
ャ
ッ
ク
を
回

想
し
ま
す
。戦
後
の
昭
和
26

年
に
ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
ペ
ン
大
会
に

参
加
し
た
帰
路
に
パ
リ
に
滞
在
し
て
『
巴
里
に
死
す
』
が
仏
訳
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

時
に
も
ジ
ャ
ッ
ク
を
思
い
ま
す
。
オ
ー
ト
ヴ
ィ
ル
で
結
核
闘
病
を
し
た
４
人
衆
は
、
四
半
世

紀(

25
年)

後
に
再
会
を
約
し
た
の
に
、
会
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
57

年
４
月

に
モ
ー
リ
ス
ム
・
ル
ッ
シ
ー
か
ら
の
手
紙
が
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
か
ら
届
き
ま
し
た
。
返
事
を

送
る
と
、
ジ
ャ
ン
・
ブ
ル
ー
デ
ル
か
ら
も
喜
び
の
便
り
が
届
き
ま
し
た
。『
神
の
微
笑
』
の
最

後
に
「
モ
ー
リ
ス
と
ジ
ャ
ン
と
文
通
が
は
じ
ま
っ
て
、
み
な
ジ
ャ
ッ
ク
を
探
し
当
て
よ
う
と
、

書
き
あ
い
、
情
報
を
知
ら
せ
あ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
方
は
成
功
し
て
い
な
い
。」
と
書
き
、

「
ジ
ャ
ッ
ク
の
消
息
を
知
り
た
さ
に
、
僕
自
身 

昭
和
三
十
四
年
以
後
三
度
パ
リ
に
行
っ
た

際
、
彼
を
探
す
の
に
苦
心
し
た
こ
と
を
、
詳
し
く
知
ら
せ
て
、
二
人
の
参
考
に
供
し
た
。
／

昨
年
の
春
、
モ
ー
リ
ス
か
ら
、
大
戦
直
前
、
ジ
ャ
ッ
ク
が
戦
争
を
嫌
悪
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
国

籍
を
す
て
る
た
め
に
、
亡
命
し
た
よ
う
だ
が
、
亡
命
先
は
わ
か
ら
な
い
と
悲
し
い
知
ら
せ
が

あ
っ
た
。」
と
も
書
い
て
い
る
。
第
二
作
『
神
の
慈
愛
』
の
初
め
に
は
「
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ー
ト

ヴ
ィ
ル
の
療
養
所
の
部
分
で
、
天
才
ジ
ャ
ッ
ク
を
中
心
に
四
人
の
若
者
が
、
死
と
闘
い
な
が

ら
純
粋
な
精
神
で
、
人
生
を
真
剣
に
模
索
し
て
い
た
。
そ
の
部
分
を
二
章
以
上
読
ん
で
い
る

う
ち
に
、
僕
は
自
然
に
涙
を
こ
ぼ
し
て
い
た--

／
そ
の
ジ
ャ
ッ
ク
が
、
僕
に
偉
大
な
大
自
然

の
力
で
あ
る
親
神
の
存
在
を
、
認
識
さ
せ
た
の
だ
っ
た
。」「
モ
ー
リ
ス
に
も
ジ
ャ
ン
に
も
、

自
ら
口
実
を
構
え
て
、
愚
か
な
こ
と
に
、
妻
の
死
も
知
ら
せ
ず
に
、
手
紙
も
形
式
的
な
時
候

の
挨
拶
か
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
兼
年
賀
状
の
よ
う
な
も
の
を
、
送
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。」

「
今
や
一
日
も
早
く
ジ
ャ
ッ
ク
に
会
っ
て
、
語
り
た
い
。
そ
ん
な
想
い
に
か
ら
れ
て
、
先
ず

モ
ー
リ
ス
に
手
紙
を
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
あ
わ
て
て
す
ぐ
に
書
斎
に
上
っ
て
机
に
向
か

っ
た--

」
と
も
書
い
て
い
ま
す
。
こ
の
便
り[

一
九
八
六(

昭
和
61)

年
春]

は
長
文
で
引
用
さ
れ

て
い
ま
す
。「
そ
の
神
に
つ
い
て
『
神
の
微
笑
』
と
い
う
長
篇
小
説
を
書
き
あ
げ
て
、
七
月
に

出
版
さ
れ
る
予
定
だ
よ
。
九
十
歳
に
な
っ
て
、
長
篇
小
説
を
書
け
た
と
は
、
夢
の
よ
う
だ
。」

「
そ
れ
に
し
て
も
、
あ
の
ジ
ャ
ッ
ク
の
消
息
は
や
は
り
不
明
だ
ろ
う
か
。」「
僕
の
拙
い
フ
ラ

ン
ス
文
で
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
の
神
に
つ
い
て
、
今
僕
が
体
験
し
て
い
る
真
実
は
、
と
て
も
表
現

で
き
な
い
。」「
フ
ラ
ン
ス
か
日
本
か
、
と
に
か
く
み
ん
な
で
会
え
る
よ
う
な
機
会
を
つ
く
っ

て
、
会
う
の
を
た
の
し
み
に
す
る
他
は
な
い
。」
等
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
具

体
的
に
ジ
ャ
ッ
ク
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
に
、
芹
沢
家
に
残
さ
れ
て
い
る
モ
ー
リ
ス
や

ジ
ャ
ン
の
手
紙
に
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
の
こ
と
が
全
く
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
す
。 

 
 

し
か
し
、
森
次
郎
が
出
て
来
て
、「
こ
れ
は
、
君
で
な
け
れ
ば
書
け
な
い
作
品
だ
も
の
な
。」

「
文
学
作
品
と
し
て
立
派
だ
よ
。」
と
褒
め
て
、「
こ
の
作
品
の
な
か
の
事
実
は
、
作
品
の
性
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質
上
、
全
部
、
事
実
で
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
な
い
だ
ろ
う
な
。」
と
言
う
と
、
作
者
は
「
勿
論

だ
」
と
断
言
し
て
い
る
。「
天
才
ジ
ャ
ッ
ク
の
語
る
真
実
等
、
僕
は
感
動
で
息
も
で
き
な
い
で

読
み
と
お
し
た
も
の
だ
。…

…

あ
れ
は
君
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
と
、
気
が
つ
い
た
ん
だ
よ
。」

と
言
う
と
、「
あ
れ
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
い
け
れ
ど--

」
と
答
え
て
い
る
。
芹
沢
光
治
良

は
、
ジ
ャ
ッ
ク
の
事
は
事
実
だ
と
主
張
し
て
い
る
の
で
す
‼ 

 

こ
の
『
神
の
慈
愛
』
の
第
一
一
章
に
ジ
ャ
ッ
ク
が
突
然
に
登
場
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
親

し
い
友
、
光
治
良
よ
。
会
い
た
く
て
、
さ
ん
ざ
ん
探
し
た
よ
。
よ
う
や
く
見
つ
け
た
。
ほ
ん

と
う
に
嬉
し
い
。
何
年
ぶ
り
か
。
君
は
年
と
っ
た
な
。
し
か
し
、
立
派
な
作
家
に
な
っ
て
、

元
気
で
創
作
し
て
い
る
の
を
見
て
、
安
心
し
た
よ…

…

」
と
語
り
か
け
ま
す
。「
ジ
ャ
ッ
ク…

…

探
し
た
の
は
、
僕
も
同
じ
だ
。
少
し
ゆ
っ
く
り
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
し
て
く
れ
。
一
体
、
今
、

君
は
、
ど
こ
に
い
る
の
」
と
反
応
し
て
語
ら
い
ま
す
。「
モ
ー
リ
ス
も
ジ
ャ
ン
も
さ
ん
ざ
ん
、

君
を
探
し
た
ん
だ
よ
。
何
処
に
い
た
ん
だ…

…
」「
僕
は
な
、
あ
の
偉
大
な
神
の
大
き
な
愛
の

腕
に
い
だ
か
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。
そ
の
神
の
世
界
助
け
に
、
手
助
け
の
で
き
る
よ
う
、
あ
り

っ
た
け
修
行
し
て
、
働
か
し
て
も
ら
っ
て
い
る
ん
だ
が…

…

」 

死
ん
だ
の
か
と
言
お
う
と

し
た
瞬
間
に
「
ジ
ャ
ッ
ク
の
姿
は
な
か
っ
た
。」「
や
は
り
ジ
ャ
ッ
ク
は
死
ん
で
い
た
の
か
」

と
書
い
て
い
ま
す
。
翌
日
に
モ
ー
リ
ス
か
ら
の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
娘
夫
婦
が
バ
カ
ン
ス

だ
か
ら
と
ジ
ャ
ッ
ク
の
消
息
を
探
し
、
リ
セ
の
同
級
生
の
G
教
授
を
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
に

訪
ね
、
一
九
四
〇
年
五
月
に
事
故
死
し
た
と
聞
き
、
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
墓
場
で
ジ
ャ
ッ
ク
の

死
を
確
認
し
た
と
の
こ
と
。
事
故
死
と
い
う
の
は
、
戦
死
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
ジ
ャ
ッ
ク
の
声
が
し
て
、
戦
死
を
暗
示
し
、
神
の
世
界
助
け
の
手
伝
い
を

一
緒
に
し
て
行
こ
う
と
語
り
ま
し
た
。
そ
の
夜
に
ジ
ャ
ッ
ク
の
戦
死
の
夢
を
み
て
、
腰
痛
に

な
っ
た
。
天
理
教
の
教
祖
中
山
み
き
は
、
さ
ん
ざ
ん
修
行
し
、
親
神
の
世
界
助
け
に
人
類
の
母

と
し
て
助
け
て
い
る
と
も
説
い
て
い
ま
す
。
こ
の
『
神
の
慈
愛
』
の
第
一
二
章
に
確
信
と
し

て
「
第
一
に
、
か
つ
て
盟
友
ジ
ャ
ッ
ク
が
説
え
た
宇
宙
を
動
か
し
て
い
る
自
然
の
偉
大
な
力

で
あ
る
唯
一
の
神
が
、
親
神
で
あ
り
、
そ
の
神
が
た
し
か
に
実
在
し
て
い
る
こ
と
を
。」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
あ
の
盟
友
ジ
ャ
ッ
ク
が
、
昇
天
し
て
偉
大
な
神
の
懐
に
抱
か
れ
て

い
る
」「
ジ
ャ
ッ
ク
は
、
肉
体
を
持
っ
た
近
代
人
の
知
的
慾
求
や
感
情
的
哀
歓
を
知
っ
て
い

た
」「
是
非
ジ
ャ
ッ
ク
に
会
い
た
い
。
会
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
の
現
れ
る
の
を
待
つ
の

で
は
な
く
、
彼
を
招
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
九
十
歳
に
し
て
な
お
惑
う
よ
う
な
僕
に
、
知

ら
れ
ざ
る
霊
の
世
界
の
実
相
を
明
ら
か
に
し
て
、
使
命
を
果
す
勇
気
を
さ
ず
け
て
く
れ
る
で

あ
ろ
う
」
と
ジ
ャ
ッ
ク
が
死
ん
で
、
実
相
の
世
界
で
修
行
し
て
い
る
と
書
い
て
い
ま
す
。 

 

第
三
作
『
神
の
計
画
』
に
、
ジ
ャ
ン
・
ブ
ル
ー
デ
ル
に
出
し
た
手
紙
が
返
送
さ
れ
て
来
た

こ
と
が
書
か
れ
、
モ
ー
リ
ス
・
ル
ッ
シ
ー
の
手
紙
に
は
「
あ
の
天
才
的
な
科
学
者
の
ジ
ャ
ッ

ク
さ
ん
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
だ
っ
た
の
か
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
否
定
す
る
返
事
を
書
き

ま
し
た
。
ジ
ャ
ッ
ク
が
現
れ
て
「
僕
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
は
な
い
」
と
語
り
、
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ス

が
オ
ラ
ン
ダ
に
進
入
し
「
無
抵
抗
な
僕
が
、
彼
等
の
弾
に
あ
た
っ
て
、
殺
さ
れ
た
ん
だ
」
と

告
白
し
ま
す
。
飛
行
機
が
テ
ル
ア
ビ
ブ
の
空
港
に
不
時
着
し
た
こ
と
を
回
想
し
、
イ
ス
ラ
エ

ル
と
ア
ラ
ブ
諸
国
と
の
戦
争
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、そ
の
戦
争
が
再
発
し
て
い
ま
す
。 

 
 

芹
沢
光
治
良
は
現
象
の
世
界
で
、「
親
神
の
世
界
助
け
の
大
掃
除
の
手
助
け
」
と
し
て
神

の
書
の
第
三
作
『
神
の
計
画
』
を
書
き
続
け
ま
す
。
こ
の
三
作
は
光
の
ヨ
ハ
ネ
的
使
命
と
知

ら
さ
れ
ま
す
。
伊
藤
青
年
が
霊
媒
し
て
親
様(

中
山
み
き)

、
ブ
ッ
ダ
、
イ
エ
ス
、
そ
し
て
親
神

の
言
葉
を
語
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ジ
ャ
ッ
ク
が
度
々
現
れ
て
語
り
ま
す
。
実
相
の
世
界
は
言

葉
の
相
違
が
無
く
、
日
本
語
で
の
会
話
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ユ
ダ
ヤ
教
や
世
界
の

全
宗
教
を
問
題
に
す
べ
き
だ
と
諭
さ
れ
ま
す
。
親
様
か
ら
実
相
の
世
界
に
は
天
国
も
地
獄
も

無
い
、
地
獄
は
現
実
の
世
界
に
は
有
る
と
知
ら
さ
れ
ま
す
。
天
の
将
軍
に
修
行
を
さ
せ
ら
れ
、

実
相
の
世
界
を
見
学
し
ま
す
。
ジ
ャ
ッ
ク
に
会
い
「
君
の
修
行
に
感
心
す
る
」
と
褒
め
ら
れ

る
。
ま
た
親
様
か
ら
修
行
し
て
神
の
社
に
な
る
よ
う
に
と
励
ま
さ
れ
る…

。 

 
 

こ
れ
ら
の
神
の
書
の
三
部
作
は
「
僕
の
私
小
説
」
に
な
っ
た
と
自
省
す
る
。
親
様
に
褒
め

ら
れ
て
、「
神
の
心
を
体
し
て
書
い
た
「
神
の
書
」」
と
自
認
す
る
。
今
後
も
「
第
四
巻
以
下
、

神
の
書
を
次
々
に
創
作
す
る
こ
と
を
」
決
意
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
あ
と
が
き
」
に
も
「
僕
が
高
原
療
養
所
で
結
核
の
闘
病
し
て
い
る
時
、
同
じ
闘
病
の
同

士
で
あ
っ
た
天
才
ジ
ャ
ッ
ク
の
忠
告
に
従
っ
て
、
実
証
的
経
済
学
に
関
す
る
学
問
を
す
て
て
、

作
家
に
な
る
決
心
を
し
た
の
は
、
文
学
は
物
言
わ
ぬ
神
の
意
思
に
言
葉
を
与
え
る
貴
い
仕
事

だ
と
い
う
ジ
ャ
ッ
ク
の
説
得
を
、
僕
が
納
得
し
た
か
ら
だ
っ
た
。」「
ジ
ャ
ッ
ク
の
説
く
宇
宙

を
動
か
し
て
い
る
偉
大
な
力ｰ

唯
一
の
神
の
存
在
を
、
確
認
し
よ
う
と
努
力
し
た
。」
と
明

記
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
が
実
在
す
る
こ
と
を
証
し
す
る
資

料
が
今
の
と
こ
ろ
無
い
の
で
す
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
は
芹
沢
文
学
の
謎
と
言
え
ま
す
。 

   

随
筆
や
自
伝
に
も
ジ
ャ
ッ
ク
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ジ
ャ
ッ
ク
の
こ

と
を
85
歳
の
芹
沢
光
治
良
は
、
墓
碑
銘
に
「
科
学
者
の
畏
友
ジ
ャ
ッ
ク
に 

大
自
然
の
法
則

と
神
の
存
在
を
」
と
刻
し
た
の
で
す
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
は
、
作
家
芹
沢
光
治
良
が

創
作
し
た
虚
構
の
人
物
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
の
確
認
を
今
後
も

徹
底
調
査
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

〔
令
和
５(2023)

年
10
月
識
〕 


